
佐賀市立神野小学校 名前 藤井祐良 

１ 学年・単元名 

第５学年 単元名「もののとけ方」 

 

２ 単元学習計画 

次 
時 

 数 児童の学習活動（全２０時間） 

１  〇事象の提示（シュリーレン現象）より、「溶けるという科学現象を明らかにする」という

中心的な問題を全体で共有する。 

４ ○水に溶けるもの溶けないものを調べる。蒸発乾固や濾過について知る。 

２ １ ◎水と食塩水を見分ける方法について考える。 

３ ◎自分で考えた実験を行う。 

２ ◎実験結果を Padletに投稿し、互いに評価し合う。 

４ ７ ○ ミョウバンの結晶づくり。確認テスト。 

 

３ 単元の展開について（TYPE２ 第２次２時目の実践）  

［自然の事物・現象］ 

 

 

 

 

［問題］場面① 

 

 

 

［予想］ 

 

 

 

 

 

［観察・実験など］ 

 

 

 

［考察］場面② 

〇実験結果や考察は、Padletに提出させた。全員が一つ以上の仮説を検証し、短い動画や写真にまとめ、

互いにコメントをすることでフィードバックし合う時間を自由にとった。 

 

 

 

 

［結論］ 

 

 

 

［ 

                     以下略 

 

水と食塩水の見分け方を考える。 

水を蒸発させるとよいのでは？ 

電流を流すとよいのでは？ 

ものを浮かせると分かるのでは？ 

食塩水の場合、食塩を取り
出すことができるだろう。 食塩水の場合、電流が流れ

るだろう。 

食塩水の場合、ものが
水によく浮くだろう。 

食塩水と水を蒸発させると、
片方だけ食塩が取り出せた。 

食塩水に電流を流したときだ
け豆電球の明かりがついた。 

卵やトマトを入れると、食塩水だ
け浮いた。 

水と食塩水の性質の違いによって見分けることができる。 

水を蒸発させると見分
けられる。 

電流を流すと見分けられる。 

食塩は水よりもものを浮かべる

力が大きい。 



４ 児童の姿と指導上の留意点 

(1) 場面①（個別最適に学んでいる姿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 場面②（協働的に学んでいる姿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実践についての考察 

○「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実という観点で振り返ると、一人一人が問

題を設定して活動することができたと思う。また、互いに結果や考察を評価し合うことが協働的

な学びの手立てとなったと思う。 

 

△「科学的に探究していく」という観点では、「実証性」「再現性」「客観性」の担保に課題が残っ

た。自由に実験をする中で、根拠なく遊びの感覚で実験を行う児童が数名見受けられた。そのよ

うな児童に対しては「それは実験で確かめることができるかな？」「それを見て、みんなは納得す

るかな？」といった声掛けを行い寄り添いながら軌道修正させる必要があると思った。 

 

６ 参考文献・ＵＲＬ 

・文部科学省  『学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充

実に関する参考資料』 令和３年 

・吉金佳能  「小学校理科 探究的な学びのつくり方」 2023年 明治図書出版株式会社 

 

学習活動 指導の留意点 児童の姿「ノート記述、発言、活動の姿など」 

水と食塩水の見分け

方を考え、実験計画を

立てる場面。（※実験

計画は事前に考えて

いる。） 

・教員に用意しておいて

ほしい物や自分で用意で

きるもの、薬品や火を使

用するなど危険を伴う実

験は事前に計画書に書い

て提出させることで、安

全で円滑に実験できるよ

うにする。 

 

 

学習活動 指導の留意点 児童の姿（発言、ノート記述など） 

実験結果や考察を互

いに評価し合う場面。 

・結果の参照において

Padlet を使用すること

で、児童が互いの投稿に

コメントをし合うことが

できるようにする。 

・ただ実験を一緒にする

だけでなく、実験データ

で協働することで互いに

認め合い、探究的に取り

組むことができるように

する。 

A児        B児 

 


